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ユズの安定生産を目指す ～ユズ植付け現地検討会～

研修会の様子

３月 28 日、高知市土佐山地区において、高知市土佐山柚子生

産組合のユズ植付け現地検討会が開催され、生産者９名が参加し

ました。

普及所からは、植付け前の準備、植え方、1 年生苗の切り返し

位置などの作業ポイントを説明し、実際に苗の植付けのデモンス

トレーションを行いました。

参加者からは、肥料の量や接ぎ木の方法などについて質問があ

り、活発に情報交換が行われました。

今後も普及所ではＪＡ、市と連携し、新植や老木からの改植に

より、産地の生産力向上に向けた支援に取り組んでいきます。

ミョウガの栽培技術向上に向けて ～高知市ハウスミョウガ現地検討会～

研修会の様子

４月４日、高知市土佐山地区において、ＪＡ高知市土佐山ハウ

ス茗荷生産組合の現地検討会及び研修会が開催され、生産者 15

名が参加しました。

普及所からは、現在の生育状況及び今後の栽培管理について指

導し、また、現在行っている土壌水分調査などの途中経過を報告

しました。

参加者は、かん水方法などの栽培管理や、夏期の高温対策につ

いて活発に意見交換を行うなど、栽培技術向上に向けた意識の高

さがうかがえました。

普及所は今後もＪＡと連携し、産地の生産力向上に取り組んで

いきます。

新品種の適正は？ ～水稲奨励品種決定試験ほ設置～

田植えの様子

４月８日、高知市高須において、水稲奨励品種決定試験ほを設

置しました。当日は、普及所とＪＡ高知市の職員で、試験品種の

‘高育 85 号’、‘高育 86 号’、‘高育 87 号’対照品種の‘フ

クヒカリ’などを植え付けました。今後は生育・収量調査を行い、

試験の途中経過及び結果を現地検討会や研修会等で報告する予

定です。

普及所は、今後も産地に適応した品種の選定と普及推進に取り

組んでいきます。



新メンバーで新規就農者を支援 ～ＪＡ高知県春野新規就農者支援チーム会～

新たなチーム員

４月 16 日、ＪＡ高知県春野営農経済センターで新規就農者支

援チーム会が開催され、関係機関 13 名が参加しました。

チーム会では今年度の年間計画を協議し、就農相談や研修生、

新規就農者の状況について共有し、引き続き支援していくことを

確認しました。

普及所からは、令和 4 年度に作成した産地提案書の改訂を提案

し、今年度のチーム会で取り組むこととなりました。

今後も普及所はキュウリ産地の維持・強化に向けて新規就農者

の支援に取り組んでいきます。

排水性の改善に向けて ～春野キュウリ部会勉強会～

勉強会の様子

４月 22 日、春野キュウリ部会が昨年度に暗渠を設置したほ場

で暗渠排水をテーマとした勉強会を開催し、生産者９名が参加し

ました。

普及所は、暗渠工事前のほ場の様子や排水性の改善について、

タブレットで動画を見せながら説明しました。

参加者は暗渠の設置に係る経費などについて意見交換を行い、

高い関心を持っているようでした。

普及所は今後もＪＡと連携し、産地の生産力向上に向け支援し

ていきます。




